
管 理 職 特 別 セ ミ ナ ー

13:00～13:25 開講のことば、研修日程等説明

当研修所では、全国の市区町村の管理職（部課長級）の皆様を対象に宿泊型のセミ
ナーを開催しております。

今回は、（一財）地域創造との共催により、令和７年４月２４日、２５日の２日間、

それぞれの分野でご活躍されている講師をお迎えし、ご講演をいただきます。

多くの皆様のご参加を、お待ち申し上げております。

令和７年４月２４日（木）・２５日（金） ＜２日間＞

日程等

日程

場所

４月

２４
日

（木）

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

千葉市美浜区浜田1-1（JR幕張本郷駅・海浜幕張駅よりバス10分）

研修内容

13:30～15:00 

人口減少時代における多文化共生の未来

羽衣国際大学教授・ダイバーシティスピーカー にしゃんた 氏

15:15～16:45

アートと社会

東京藝術大学長 日比野 克彦 氏

講演１

17:00～18:00 ＜ミニコンサート＞

アーバンサクソフォンカルテット サクソフォン四重奏

４月

2５
日

（金）

9:00 ～10:30

首長のリーダーシップによる自治体ＤＸの推進
～ 生成AIの利活用 ～

明治大学名誉教授 長谷川 文雄 氏

講演２

講演３

10:45～12:15

ジェンダー平等による持続可能な地域づくり
～ 人口減少・労働力不足問題の解消へ ～

ジャーナリスト 浜田 敬子 氏

講演４

12:15～12:20 閉講のことば

〔主催〕市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

〔共催〕一般財団法人地域創造

※上記の講演は、同時期に開催する「市町村長特別セミナー（定員８０名）」の受講者も参加

することとしております。

なお、講演等の内容は、変更となる場合がございます。

18:30～ 情報・意見交換会（夕食）

令和７年度
(第１回)

（11:30～12:30 受付）



開催要領
対 象 部課長級の管理職

募集人数 ３０名

宿 泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。

参加費 ４,９00円 ※食費等を含まない予定額となります。

申込期限 令和７年３月１８日（火）まで

申込方法 必ず職員研修担当課を通じてお申し込みください。
◆市町村アカデミーのホームページ画面右側に表示される「申込みはこちら」

をクリックして開いた市町村アカデミーポータルサイトから、お申込みくだ

さい。

決定通知
申込み受理後、決定通知と併せて必要な資料を送付いたし

ます（申込期限前に締め切った場合でも、決定通知の送付

は３月１８日以降となります）。

問合せ先
公益財団法人全国市町村研修財団
市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）

担当：調査研究部 金井・太田

〒261-0025 千葉市美浜区浜田1丁目1番
ＴＥＬ：043-276-312７（調査研究部）
ＵＲＬ：https://www.jamp.gr.jp/

講 師 紹 介

【講演１】 にしゃんた 氏（羽衣国際大学教授・ダイバーシティスピーカー）
セイロン（現：スリランカ）生まれ。1987年に初来日し、経済学博士号を取得。山口県立大
学准教授を経て現職。京都府名誉友好大使。「ダイバーシティ能力検定®」ファウンダーであ
り、「共笑®」提唱者。ダイバーシティ、人権、多文化共生、国際理解、SDGsなどの分野で
国内外に向けた講演を精力的に行う中、ボランティアとして献血推進活動にも尽力している。
2005年、日本国籍を取得。

【講演２】 日比野 克彦氏（東京藝術大学長）
1958年岐阜県生まれ。東京藝術大学在学中より作家活動を開始し、社会メディアとアート活
動を融合する表現領域の拡大に大きな注目が集まる。その後はシドニー・ビエンナーレ、ヴェ
ネチア・ビエンナーレにも参加し、国内外で個展・グループ展など多彩な活動を展開。また、
地域の特性を生かしたワークショップ、アートプロジェクトを継続的に発信。現在、岐阜県美
術館、熊本市現代美術館にて館長、母校である東京藝術大学にて2022年から学長を務め、芸
術未来研究場を立ち上げ、企業、自治体との連携なども積極的に行い、「アートは生きる力」
を研究、実践し続けている。

【講演３】 長谷川 文雄 氏（明治大学名誉教授）
1972年、電気通信大学を卒業し、同大学大学院を経て清水建設入社。1986年、東京大学よ
り工学博士を授与。その後マサチューセッツ工科大学建築都市研究所研究員となる。帰国後、
東京大学先端科学技術研究センター客員助教授を経て、東北芸術工科大学大学院教授、副学長、
大学院長、明治大学教授、JR東日本フロンティアサービス研究所長などを経て現職。著書に
「インテリジェントシティ東京の５年後」「Ｂuilt by Japan」「コンテンツ・ビジネスが地
域を変える」など。

【講演４】 浜田 敬子 氏（ジャーナリスト）
1989年、朝日新聞社に入社。2014年、AERA初の女性編集長に就任。2017年３月末で朝
日新聞社を退社後、Business Insiderの日本版を統括編集長として立ち上げる。2020年末に
退任し、フリーランスのジャーナリストに。2022年８月、一般社団法人デジタル・ジャーナ
リスト育成機構を設立。2022年度ソーシャルジャーナリスト賞を受賞。2023年10月から
Bリーグ理事も務める。「羽鳥慎一モーニングショー」「サンデーモーニング」などのコメン
テーターとしても活躍中。著書に「働く女子と罪悪感」「男性中心企業の終焉」など。

※申込人数が先着順で定員に達したときは、申込期限前であっても

募集を締め切らせていただく場合があります。

（ジャンプがえる）

https://www.jamp.gr.jp/
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